
実
現
さ
れ
な
い
民
主
公
約 

変
わ
ら
な
い
農
水
省 

協
議
に
応
じ
な
い
長
崎
県 

地
元
４
県
漁
民
の
願
い 

二
六
日
農
水
前
要
請
行
動 

２００９年（平成２１年）１１月１６日（月曜日） 第７３号 

 
 

 

 
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
の

開
門
に
つ
い
て
、
政
権
政
党
で
あ
る
民
主

党
は
、
政
策
集I

ND
E
X

２
０
０
９
に
お
い

て
、
「
従
来
行
わ
れ
た
公
共
事
業
に
つ
い

て
も
、
環
境
へ
の
影
響
を
検
討
し
、
環
境

復
元
措
置
等
の
対
策
を
施
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
「
諫
早
湾
干
拓
事
業
や
吉

野
川
河
口
堰
改
築
事
業
、
泡
瀬
干
潟
の
干

拓
事
業
な
ど
環
境
負
荷
の
大
き
い
公
共

事
業
は
、
再
評
価
に
よ
る
見
直
し
や
中
止

を
徹
底
さ
せ
ま
す
」
（
以
上
、
環
境
調
和

型
公
共
事
業
の
項
、
４
５
頁
）、「
潮
受
堤

防
開
門
に
よ
っ
て
入
植
農
業
者
の
営
農

に
塩
害
等
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
万

全
の
対
策
を
講
じ
、
入
植
農
業
者
の
理
解

を
得
ま
す
。
」（
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
項
、

３
６
頁
）
と
公
約
し
た
。 

潮
受
堤
防
閉
め
切
り
か
ら
１
２
年
経

過
し
、
累
積
す
る
漁
業
被
害
の
な
か
で
、

い
ま
や
、
早
期
開
門
を
と
い
う
声
は
、
漁

民
の
悲
痛
な
叫
び
と
な
っ
て
お
り
、
一
日

も
早
い
公
約
の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
る
。 

11.26 農水省前で要請行動 

よ み が え れ ！  

有 明 訴 訟 弁 護 団

( 後 藤 富 和 ）発行

092-512-1636 

090‐9602‐0700 

 

こ
の
間
、
原
告
団
・
弁
護
団
は
、
地
元

に
お
け
る
合
意
形
成
に
向
け
て
、
独
自
に

努
力
し
て
き
た
。
１
０
月
１
３
日
に
は
、

地
元
で
開
門
に
反
対
し
て
い
る
長
崎
県
知

事
、
諫
早
市
長
、
長
崎
県
議
会
の
議
員
、

諫
早
市
議
会
の
諫
早
湾
干
拓
排
水
門
開
門

反
対
議
員
の
会
、
地
元
商
工
会
な
ど
が
参

加
し
た
諫
早
湾
干
拓
事
業
推
進
連
絡
本
部

に
公
開
質
問
状
を
出
し
、
同
月
２
７
日
に

は
同
じ
各
個
人
、
団
体
に
協
議
の
申
し
入

れ
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
回
答
し
た
の
は

諫
早
市
議
会
の
諫
早
湾
干
拓
排
水
門
開
門

反
対
議
員
の
会
と
諫
早
湾
干
拓
事
業
推
進

連
絡
本
部
の
２
団
体
で
，
そ
れ
以
外
の
３

個
人
・
団
体
か
ら
は
，
い
ま
だ
回
答
す
ら

な
い
。
諫
早
湾
干
拓
排
水
門
開
門
反
対
議

員
の
会
か
ら
の
回
答
は
，
具
体
的
な
質
問

事
項
へ
の
回
答
を
ひ
か
え
る
，
協
議
に
つ

い
て
も
辞
退
す
る
，
そ
の
理
由
は
，
国
が

裁
判
で
係
争
中
だ
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
諫
早
湾
干
拓
事
業
推
進
連
絡
本
部

か
ら
の
回
答
は
，
開
門
絶
対
反
対
の
立
場

を
表
明
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
国
営
事
業
た
る
本
件
干

拓
事
業
に
お
い
て
、
事
業
者
た
る
国
が
開

門
に
つ
い
て
裁
判
で
争
っ
て
い
る
よ
う
な

状
況
下
で
は
、
地
元
ま
か
せ
に
し
て
も
、

け
っ
し
て
協
議
は
進
ま
な
い
こ
と
を
明
ら 

か
に
し
て
い
る
。 

い
ま
必
要
な
の
は
、
地
元
ま
か
せ
に
す

る
こ
と
な
く
、
国
が
率
先
し
て
裁
判
所
で

の
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
範
を
示

す
と
と
も
に
、
地
元
合
意
に
向
け
た
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

長崎県が「当面延期」/開門知事会談/佐賀に回答 
【
毎
日
新
聞
１
１
月
１
２
日
】
国

営
諫
早
湾
干
拓
事
業
（
諫
干
）
の

開
門
調
査
を
巡
り
、
長
崎
県
の
金

子
原
二
郎
知
事
と
佐
賀
県
の
古

川
康
知
事
が
ト
ッ
プ
会
談
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
問
題
で
、
長

崎
県
は
１
１
日
、
会
談
の
可
否
判

断
に
つ
い
て
「
当
面
延
期
」
と
す

る
回
答
書
を
佐
賀
県
側
に
郵
送

し
た
と
発
表
し
た
。
長
崎
県
に
よ

る
と
、
回
答
書
は
１
０
日
に
郵

送
。
回
答
書
で
は
「
県
内
に
は
会

談
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
意
見

な
ど
も
予
想
さ
れ
、
ま
ず
県
議
会

や
（
諫
早
市
な
ど
）
地
元
関
係
団

体
と
も
意
見
調
整
が
必
要
。
し
ば

ら
く
検
討
の
た
め
の
時
間
が
い

る
」
な
ど
と
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
で
は
、
赤
松
広
隆
農
相
が
「
開

門
調
査
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
地
元

同
士
で
話
し
合
い
を
」
と
両
県
に

要
請
。
古
川
知
事
は
４
日
に
会
談

申
し
入
れ
書
を
長
崎
県
に
送
付

し
「
１
１
日
ま
で
に
回
答
を
」
と

求
め
て
い
た
。
一
方
、
金
子
知
事

は
「
地
元
で
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
だ
」
と
会
談
に

臨
む
姿
勢
を
示
し
て
い
た
が
、
本

人
が
来
年
２
月
の
県
知
事
選
不

出
馬
を
表
明
。
判
断
を
次
期
知
事

に
委
ね
た
と
み
ら
れ
る
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

政
権
交
代
後
も
、
国
は
、
よ
み
が
え

れ
！
有
明
訴
訟
の
な
か
で
、
開
門
を
拒
否

す
る
従
来
の
姿
勢
を
変
え
よ
う
と
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
大
臣
を
は
じ
め
政
務
三

役
は
、
地
元
に
お
け
る
協
議
が
優
先
す
る

と
い
う
態
度
を
表
明
し
、
開
門
に
向
け
た 

合
意
形
成
な
ど
へ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
積

極
的
に
発
揮
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。 

原
告
団
・
弁
護
団
は
、
昨
年
３
月
に
事

業
が
終
了
し
、
干
拓
農
地
で
は
営
農
が
開

始
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
短
期
開

門
調
査
レ
ベ
ル
の
開
門
か
ら
開
始
す
る

段
階
的
開
門
の
方
法
を
採
用
す
れ
ば
、
農

業
、
防
災
と
両
立
す
る
早
期
開
門
を
実
現

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
調
整
池

に
依
存
し
な
い
干
拓
地
農
業
や
防
災
を

実
現
す
る
こ
と
は
、
干
拓
地
農
業
に
と
っ

て
も
、
防
災
に
と
っ
て
も
得
策
で
あ
る
こ

と
、
塩
害
の
不
安
は
合
意
形
成
の
妨
げ
に

は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
建
設
的
議
論
を
積
み
重
ね
れ
ば
、
開

門
に
向
け
た
合
意
形
成
は
可
能
で
あ
る
。 

福
岡
高
裁
と
長
崎
地
裁
に
お
い
て
係

争
中
の
開
門
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
い
て
、

早
急
に
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
国
が

率
先
し
て
開
門
に
向
け
た
合
意
形
成
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、
開
門
問
題
に
つ

い
て
も
政
権
交
代
の
真
価
を
発
揮
す
る

こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。 

 

有
明
海
漁
民
は
一
一
月
二
六
日
正
午
、

農
水
省
前
で
要
請
行
動
を
予
定
し
て
い

る
。
行
動
に
は
破
壊
さ
れ
た
環
境
の
再
生

を
願
う
全
国
の
市
民
も
参
加
す
る
予
定
。 

国
会
議
員
の
皆
様
も

ご
参
加
を
！ 


